
北海道支部はもうすぐ30才になります

支部幹事長 前 野 紀 一 (北大低温研)

日本雪氷学会北海道支部の構成 メンパーは、現在 193名 で、全体の約 23パ ーセン ト

を占めています。 支部会員は広 く全道に分布 してお りますが、おお ざっぱにいって約

50パ ーセ ン トが札幌市内か近郊在住の方達です。毎年 6月 の総会 と研究発表会、およ

び秋の講演会が札幌で開催 されることの多いのは、 このよ うな事情のためです。

しか し、札幌在住でない他の約50パ ーセン トの支部会員にとって、 これ らの文部事

業 に参加す るのはそれ程簡単ではあ りません。 それで、支部会では毎年 1回木L幌 以外

の地区で講演会あるいは シンポジユムを企画 し、実施 してお ります。昨年度は、帯広

市百年記念会館 において『 十勝の寒 さと生活―寒 さの利用 と楽 しみ方一』の シンポジ

ュムを昭和62年 1月 29日 に開催 し、一昨年度は北見市の北網圏北見文化セ ンターにお

いて『寒 さと暮 らし』の シンポジユムを昭和61年 2月 14日 に開催致 しました。

今年度の後期事業の詳細はまだ決 っていませんが小樽地区が候補に上 ってお り、検

討中です。道 内各地区での事業が円滑に、かつ活発に行われ るよ う、幹事会の中には

数年前か ら地区幹事がおかれるよ うにな りました。将来、全道各地区に地区幹事がい

るよ うな状態 になればょい と思います。ただ し、地区幹事だけを頼 りにしないで、支

部活動 に対す る要望は遠慮せずに幹事会 あるいは理事会にお知 らせ下 さい。

さて、上記のよ うな活動 を続 けて きた北海道支部は、あ と数年で設立30周 年 を迎 え

ます。今年 は私達の仲間の日本気象学会北海道支部が30周 年 を祝 い、昨年は同 じく仲

間の 日本農業気象学会北海道支部がやは り30周 年 を祝いま した。 これ らの三つの学会

の北海道支部が同 じ昭和30年 代の前半 に設立 されたとい う事実の裏には、 きっと重要

な社会的、学術的理由があるのだ と思います。私達は、北海道支部設立30周 年 を迎 え

るにあた り、30年 前の、そ して30年 間の先輩達の御苦労 を見直 し、次の30年 のための

指針を見付 けだ さねばな りません。皆様各位の御協力 をお願い致 します。なお、30周

年 を祝 う「 数年後」が正確にはいつかを、現在散在 している支部資料 を整理 しなが ら

調査中です。
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低 温 研 の 古 い 建 物

中谷先生の随筆 を読んでいたので、入学 してか らず一っと、 この古い建物に親 しみ

を感 じていた。

ここで、雪氷学会北海道支部の研究発表会が開かれた とき、 1967年の ことであっ

たが、私は初めて発表 した。鉄道防雪林についてであって、その後、「 雪氷」誌に投

稿 した。拙稿を受取 って下 さったのが、現支部長の若濱先生であったように記憶 して

いる。

あれか ら20年 、 ほそぼそなが ら、雪 と森林についての研究 をつづけている。
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(斎藤新一郎 )
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昭和 62年度研究発表会講演要旨

日 時 :昭 和 62年 6月 3日 (水 )

場 所 :北海道大学学術交流会館、第 1会議室

研究発表 プログラム

13:55～ 15:15  座長 宮田 明 (北 海道農業試験場 )

1 送電線のギ ャロッピン グ振 動

山岡 勝 (北 海道電力憫総合研究所 )

2 融雪水の積雪浸透 と流出

浜田 和雄、児玉 裕二、小林 大二 (北 大低温研 )

3 北海道の吹雪頻度分布 と防雪施設の分布

石本 敬志、竹内 政夫、寺井 勝之、難波 重寿 (北 海道開発局 )

4 反射式吹雪計による視程測定

福沢 義文、竹内 政夫、石本 敬志 (北 海道開発局 )

5 雪尺の まわ りに出来 る雪の穴 とその対策の試み

小島 賢治

15:25～ 16:45 座長 秋田谷英次 (北大低温研 )

6 スキー場斜面を維持するための木本萌芽幹の刈払い方式 について

斉藤新一郎 (北 海道立林業試験場 )

7 屋上雪庇防止に関す る基礎研究

苫米地 司 (北海道工業大学 )、 小林 敏道 (小 林 プランニング)

8 北海道内の市町村における雪対策の現状 について

苫米地 司 (北海道工業大学 )、 加藤  玲 (北海道商工指導センター)

9 日勝峠雪崩 (昭 62129)の 発生機構

清水  弘、秋田谷英次 (北 大低温研〉

10 道路雪氷の消耗過程 と熱収支観測

成瀬 廉二、石川 信敬 (北大低温研 )、 武市  靖 (北 海学園大 )、

西村 浩一、成田 英器、前野 紀― (北 大低温研 )
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